
JP 5552257 B2 2014.7.16

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
透過光の拡散状態を変化させることが可能な拡散型液晶を用いて、結像光学系からの光束
の予定結像面上に結像された被写界像に重ね合わせて焦点検出領域をファインダ視野内に
表示することが可能な減光表示部と、
選択された焦点検出領域における被写界像の焦点検出情報を取得可能な焦点検出手段と、
装置周りの温度を検出するための温度検出部と、
前記減光表示部の特性の情報を記憶するための記憶部と、
前記焦点検出手段が焦点検出動作を開始してから合焦するまでの時間を予め算出した時間
である合焦予測時間の情報と前記温度検出部からの温度の情報と前記記憶部に記憶された
減光表示部の特性の情報に基づいて、前記減光表示部の駆動を開始すべき、前記合焦予測
時間が経過する以前の第１のタイミングを演算するための演算部と、
前記演算部で演算された第１のタイミングで前記減光表示部を駆動開始するための制御部
と、
を有することを特徴とする光学機器のファインダ内表示装置。
【請求項２】
前記記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報は、所定温度における減光表示部の特性
であり、
前記制御部は、前記温度が前記所定温度以下である場合、前記所定温度における減光表示
部の特性に基づき演算された所定時間だけ前記合焦予測時間が経過するのに先立つ第１の
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タイミングで前記減光表示部を駆動開始することを特徴とする請求項１に記載の光学機器
のファインダ内表示装置。
【請求項３】
前記記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報は、離散的な複数の温度における減光表
示部の特性であり、
前記制御部は、各温度と該各温度の次に低い温度との間において、該各温度における減光
表示部の特性に基づき演算された所定時間だけ前記合焦予測時間が経過する以前の第１の
タイミングで前記減光表示部を駆動開始することを特徴とする請求項１に記載の光学機器
のファインダ内表示装置。
【請求項４】
前記記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報は、温度を変数とする減光表示部の特性
の関数であり、
前記制御部は、各温度において、該各温度における減光表示部の特性に基づき演算された
所定時間だけ前記合焦予測時間が経過する以前の第１のタイミングで前記減光表示部を駆
動開始することを特徴とする請求項１に記載の光学機器のファインダ内表示装置。
【請求項５】
前記記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報は、各温度における、前記減光表示部の
拡散型液晶の非透過状態が前記焦点検出領域の見えに支障の出ないレベルに達するまでに
要する駆動開始時からの時間長さの情報であり、
前記演算部によって演算される第１のタイミングは、前記駆動開始時からの時間長さを前
記合焦予測時間の長さから減算した時間だけ、前記演算部が前記合焦予測時間を取得した
時から経過するタイミングであることを特徴とする請求項１から４の何れか１項に記載の
光学機器のファインダ内表示装置。
【請求項６】
ファインダ視野内に表示された焦点検出領域に対して光を照射するための発光表示部を有
し、
前記演算部は、前記合焦予測時間の情報と前記温度の情報と前記減光表示部の特性の情報
から、前記合焦予測時間の経過以後であって、前記第１のタイミングから経過して前記減
光表示部の拡散型液晶が焦点検出領域表示の可能な非透過状態に達する時点前のタイミン
グの、前記減光表示部の駆動を続行させるか否かを判定する第２のタイミングを演算し、
前記制御部は、前記減光表示部の駆動を続行させると判定した場合、前記第２のタイミン
グ以後に前記発光表示部を駆動開始することを特徴とする請求項１から５の何れか１項に
記載の光学機器のファインダ内表示装置。
【請求項７】
前記減光表示部の駆動を続行させるか否かを判定する第２のタイミングは、前記演算部が
前記合焦予測時間を取得した時から前記合焦予測時間だけ経過したタイミングであること
を特徴とする請求項６に記載の光学機器のファインダ内表示装置。
【請求項８】
前記制御部は、前記第２のタイミングから所定時間経過後に前記発光表示部を駆動開始す
ることを特徴とする請求項６または７に記載の光学機器のファインダ内表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、被写界内の複数の焦点検出領域から任意の部分を選択して焦点調節することが
可能なカメラなどの撮像装置、被写体観察装置等の光学機器におけるファインダ内表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、カメラにおいて、ファインダ視野内の被写界像に重ねてオートフォーカス（ＡＦ）
の焦点検出情報を表示し使用者に合焦したことを知らせるスーパーインポーズ技術が知ら
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れている。具体的には、被写界内の任意のポイントに焦点検出領域を設け、焦点検出領域
に対応した場所に対して発光表示などを行うことにより、表示と合焦状態とを対応付ける
。使用者は、ファインダ視野内の被写界像から目を離すことなく直感的に合焦状態を理解
することができる。
【０００３】
この様なファインダ内表示装置を実現するための技術としては、高いコントラストを得や
すいＰＮ（Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）液晶などを用いて、その光拡散性を利用し
た遮光型のスーパーインポーズ表示を行うものが知られている。しかし、この構成では、
次の点が指摘される。すなわち、図１（ｂ）に示す様に、ＰＮ液晶は、透過状態から非透
過状態に移るまでの応答速度が低温下で低下する性質を有し、常温下の応答時間との間に
例えばΔtだけ応答時間差が生じてしまう。カメラの合焦表示では、合焦した瞬間にその
焦点検出領域を点灯させるのが好ましく、Δtの時間差、即ち反応スピードの低下は改善
すべき点である。
【０００４】
こうした問題に対し、特許文献１に記載された方法は、ファインダ内表示部材として、Ｌ
ＥＤなどの発光表示素子とＬＣＤなどの減光表示素子を併用している。この表示装置の一
例では、カメラ周囲の温度と被写体の輝度を測定し、輝度が一定値以下の時は発光表示素
子を用いて焦点検出領域の表示を行い、輝度が一定値以上かつ温度が一定値Ｔ１以上の場
合は減光表示素子を用いて焦点検出領域の表示を行う。更に、輝度が一定値以上かつ温度
が一定値Ｔ２以下の場合は発光表示素子と発光表示素子の一方或いは両方を用いて焦点検
出領域の表示を行う。こうして、輝度や温度条件に応じて適した表示手段を選択すること
により、選択された焦点検出領域を常に容易に認識できる様にしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－１４６５０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、特許文献１に記載された上記方法では、輝度や温度条件によってファイン
ダ視野内の焦点検出領域の表示態様が変わってしまう。また、同じ焦点検出領域に対して
発光表示素子と減光表示素子の２つの素子を必要とするため、コストがかかりがちとなる
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
上記課題に鑑み、カメラなどの光学機器の本発明のファインダ内表示装置は、少なくとも
、減光表示部と焦点検出手段と温度検出部と記憶部と演算部と制御部を有する。減光表示
部は、透過光の拡散状態を変化させられる拡散型液晶を用いて、結像光学系からの光束の
予定結像面上に結像された被写界像に重ね合わせて焦点検出領域をファインダ視野内に表
示することが可能である。焦点検出手段は、選択された焦点検出領域における被写界像の
焦点検出情報を取得可能である。温度検出部は、装置周りの温度を検出するための手段で
ある。記憶部は、減光表示部の特性の情報を記憶するための手段である。演算部は、焦点
検出手段が焦点検出動作を開始してから合焦するまでの時間を予め算出した時間である合
焦予測時間の情報と温度検出部の温度の情報と記憶部の減光表示部の特性の情報に基づき
、減光表示部を駆動開始すべき、合焦予測時間が経過する以前（経過した時点或いはそれ
に先立つ時点）の第１のタイミングを演算するための手段である。制御部は、演算部で演
算された第１のタイミングで減光表示部を駆動開始する制御などを行う。
【発明の効果】
【０００８】
本発明によれば、装置周りの温度条件に応じて拡散型液晶の駆動開始タイミングを制御す
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ることで、拡散型液晶の表示機能の温度依存性による影響を軽減したタイミングで合焦表
示を行える様になる。例えば、低温時に、合焦時点で減光表示部の駆動を開始する場合よ
りも、早い適切な時点で焦点検出領域を表示することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施例のカメラのファインダ内表示装置のブロック構成、ＰＮ液晶の応
答特性を模式的に表すグラフ、ＰＮ液晶特性テーブルに格納される或る温度における特性
を表すグラフを示す図である。
【図２】本発明の実施例における焦点検出枠による焦点検出領域の表示例、本発明の実施
例のフローチャートを示す図である。
【図３】本発明の実施例の効果を説明する図である。
【図４】本発明の実施例に係るカメラの全体像を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
以下、本発明の実施形態について説明する。本発明のファインダ内表示装置において重要
なことは、次の点である。装置周りの温度を考慮して、焦点検出手段からの合焦予測時間
と減光表示部の特性の情報に基づき、合焦予測時間が経過する以前のタイミングで、機能
が温度依存性を持つ減光表示部の駆動を開始することである。例えば、常温よりかなり低
い所定温度（例えば、マイナス５℃）より上の温度では、合焦予測時間が経過した時点で
減光表示部の駆動を開始し、該所定温度以下では合焦予測時間に先立つ時点で減光表示部
の駆動を開始する。こうした表示装置は、焦点検出領域での被写界像の焦点検出情報を取
得可能で合焦予測時間を提供可能な焦点検出手段を備え、温度依存性を持つ減光表示部で
ファインダ視野内に焦点検出情報を表示する如何なる光学機器でも用いられる。
【００１１】
上記考え方に基づき、カメラなどの撮像装置等の光学機器で用いられる本発明のファイン
ダ内表示装置の基本的な実施形態は、次の様な構成を有する。カメラなどの光学機器の本
発明のファインダ内表示装置は、少なくとも、減光表示部と焦点検出手段と温度検出部と
記憶部と演算部と制御部を有する。減光表示部は、透過光の拡散状態を変化させられる拡
散型液晶（高分子分散液晶のＰＮ液晶など）を用いて、結像光学系からの光束の予定結像
面上に結像された被写界像に重ね合わせて焦点検出領域をファインダ視野内に表示できる
。温度検出部は、装置周りの温度を検出する。記憶部は、減光表示部の特性の情報を記憶
する。演算部は、焦点検出手段からの合焦予測時間の情報と温度検出部の温度の情報と記
憶部の減光表示部の特性の情報に基づき、減光表示部を駆動開始すべき、合焦予測時間が
経過する以前の第１のタイミングを演算する。制御部は、演算部で演算された第１のタイ
ミングで減光表示部を駆動開始する制御などを行う。
【００１２】
より具体的な実施形態として、以下の様な形態が可能である。
記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報としては、所定温度（例えば、マイナス５℃
）における減光表示部の特性（後述するta,tbなど）とすることができる。この場合、制
御部は、温度が前記所定温度以下である場合、所定温度における減光表示部の特性に基づ
き演算された所定時間だけ合焦予測時間が経過するのに先立つ第１のタイミングで減光表
示部を駆動開始する。温度が前記所定温度を超える場合は、合焦予測時間が経過した時点
を第１のタイミングとすればよい。こうした形態では、第１のタイミングの調整は多少大
まかになるが、記憶部の記憶負担が軽減できると共に演算部と制御部の演算ないし制御動
作が簡略化できて、構成を簡易化できる。
【００１３】
記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報を、離散的な複数の温度における減光表示部
の特性とすることもできる。この場合、制御部は、各温度と該各温度の次に低い温度との
間において、該各温度における減光表示部の特性に基づき演算された所定時間だけ合焦予
測時間が経過する以前の第１のタイミングで減光表示部を駆動開始する。こうした形態で
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は、第１のタイミングの調整をより細かくできる。
【００１４】
記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報を、温度を変数とする減光表示部の特性の関
数とすることもできる（後述の実施例のＰＮ液晶特性テーブルを参照）。この場合、制御
部は、各温度において、該各温度における減光表示部の特性に基づき演算された所定時間
だけ合焦予測時間が経過する以前の第１のタイミングで減光表示部を駆動開始する。こう
した形態では、第１のタイミングの調整を更に細かくできる。
【００１５】
また、記憶部に記憶される減光表示部の特性の情報を、各温度における、減光表示部の拡
散型液晶の非透過状態が焦点検出領域の見えに支障の出ないレベルに達するまでに要する
駆動開始時からの時間長さの情報とできる。この場合、演算部によって演算される第１の
タイミングは、駆動開始時からの時間長さを合焦予測時間の長さから減算した時間だけ、
演算部が合焦予測時間を取得した時から経過するタイミングとできる（後述の実施例参照
）。
【００１６】
また、本発明では減光表示部のみで表示を行うのも可能であるが、被写界光が少ない場合
には、これのみの表示では暗くなる可能性があるので、発光表示部を用いると良い。この
場合、次の様な形態にできる。装置は、更に、ファインダ視野内に表示された焦点検出領
域に対して光を照射するためのＬＥＤなどの発光表示部を有する。この場合、演算部は、
減光表示部の駆動を続行させるか否かを判定する第２のタイミングをも演算すると良い（
後述の実施例参照）。第２のタイミングは、合焦予測時間と温度と減光表示部の特性から
、合焦予測時間の経過以後であって、第１のタイミングから経過して減光表示部の拡散型
液晶が焦点検出領域表示の可能な非透過状態に達する時点前のタイミングである。そして
、制御部は、減光表示部の駆動を続行させると判定した場合、第２のタイミング以後に発
光表示部を駆動開始する制御も行う。
【００１７】
減光表示部の駆動を続行させるか否かを判定する第２のタイミングは、演算部が合焦予測
時間を取得した時から合焦予測時間だけ経過したタイミングとできる。制御部は、第２の
タイミングから所定時間経過後に発光表示部を駆動開始する様にできる。また、上記構成
で、演算部が焦点検出手段から合焦予測時間の情報を取得した時から第１のタイミングま
での時間や第２のタイミングまでの時間や発光表示部を駆動開始するタイミングを計測す
るタイマーを備えることができる（後述の実施例参照）。
【００１８】
以下、本発明の実施例を図を用いて説明する。
本実施例のカメラ１０は、図１（ａ）のブロック図に示す構成を有している。カメラのフ
ァインダ内表示器１１は、ＰＮ液晶を用いた減光表示部１２、ＬＥＤを用いた発光表示部
１３を備える。ファインダ内表示器１１では、例えば図２（ａ）に示す様に、ＰＮ液晶層
を挟む透明電極のセグメントで形成される焦点検出枠１～５のＰＮ液晶領域を非透過にす
ることで、ファインダ視野内で焦点検出領域の表示を行う。そして、ＬＥＤの発光表示部
１３からの照射光により焦点検出枠１～５を例えば赤く照射することで、利用者にこの領
域において合焦したことを知らせる。ＰＮ液晶では、非透過にするには、上記透明電極へ
の電圧を非印加状態とし、透過にするには、上記透明電極への電圧を印加状態とする。焦
点検出枠による表示形態は、図２（ａ）に示す様なものに限られず、場合に応じて適宜設
計すればよい。例えば、１つの焦点検出枠で焦点検出領域を表してもよい。枠の形状も四
角形以外に、丸形状、鉤形状などであってもよい。
【００１９】
本実施例のカメラは、更に、焦点検出手段であるＡＦシステム１４を有し、合焦予測時間
を演算部１７に渡すことができる。温度計は温度検出部１５の役割を果たし、カメラの周
囲温度を検出して演算部１７に温度情報を通知することができる。カメラの記憶部である
メモリは、例えば、使用するＰＮ液晶の温度特性の情報を保持したＰＮ液晶特性テーブル
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１６を持っている。具体的には、以下の３点の特性を保持している。
（１）図１（ｃ）に示す様にＰＮ液晶が全透過状態１から、駆動を開始して見えに支障が
出ない透過率の状態２に達するまでの時間ta。
（２）ＰＮ液晶が、全透過状態１から、駆動を開始して非透過、即ち焦点検出領域表示の
可能になる非透過の状態３に達するまでの時間tb。
（３）温度Ｔによるta,tbの変化量。
以上３点の特性（例えば、温度Ｔを変数とするta,tbの関数）により、演算部１７は検出
温度における時間ta,tbを算出することができる。
【００２０】
この様に、カメラのＣＰＵの演算部１７は、ＡＦシステム１４より合焦予測時間を取得し
、温度検出部１５から周囲温度を取得する。そして、合焦予測時間、及びテーブル１６と
温度検出部１５から夫々取得した情報で算出した周囲温度に対応したＰＮ液晶の駆動特性
に係る時間ta,tbに基づき、減光表示部１２と発光表示部１３の駆動開始タイミングをタ
イマー１８にセットする。カメラのＣＰＵでは、また、ファインダ内表示器１１の駆動用
ＩＣであるＬＣＤ駆動回路によって制御部１９が構成され、タイマー１８にセットされた
時間に基づき、ファインダ内表示器１１のＰＮ液晶やＬＥＤを駆動制御する。常温に比較
的近い通常の温度下では、各情報を取得した時から合焦予測時間が経過した時点（第１の
タイミング）で、制御部１９はＰＮ液晶の駆動を開始する。これに対して、常温よりかな
り低い所定温度（例えば、マイナス５℃）以下では、上記周囲温度に対応したＰＮ液晶の
駆動特性を考慮して、合焦予測時間が経過するのに先立つ時点（第１のタイミング）で制
御部１９はＰＮ液晶の駆動を開始する。どの程度先立たせるかは、温度に応じて決めても
よいが、前述した様に、所定温度以下では、固定の所定時間先立たせるという制御も可能
である。
【００２１】
合焦予測時間は、合焦に至るまでに要すると推測される時間である。より具体的には、撮
影レンズを非合焦状態から合焦状態へ向けて移動させる際に、並行して連続的に焦点調節
情報を取得し、取得した複数の焦点調節情報を基に合焦に至るまでの時間を算出すること
で予測するものである。例えば、焦点検出手段のセンサ部の合焦時の状態と合焦予測時間
取得時の状態との差、合焦予測時間取得時の状態の変化率（時間微分係数）などから算出
することができる。合焦予測時間が取得できるのであれば、焦点検出手段の方式は問わな
い。所謂位相差検出方式、撮像素子の出力を用いたコントラスト検出方式、アクティブタ
イプの焦点調節方式（特開昭６３－８５６１７号公報参照）などを用いることができる。
【００２２】
上記構成を含むカメラの概略的な全体構成を図４を用いて説明する。図４において、１０
１はＣＰＵ（中央演算処理装置）であり、本カメラの動作はこのＣＰＵ１０１により制御
される。１０５は撮影レンズであり、撮影被写界光を撮像素子であるＣＣＤ１０６上に結
像させる。同図に描かれた撮影レンズ１０５は、便宜的に１枚のレンズ１０５ａで表現し
ているが、実際には複数のレンズから成り立っている。１２８は、撮影レンズ１０５のＣ
ＣＤ１０６結像面と等価の結像面に置かれた焦点検出板（ピント板）であり、被写界像は
主ミラー１２６で反射されピント板１２８に１次結像する。撮影者は、この被写界像をペ
ンタプリズム１２７、接眼レンズ１２１を通じて見ることができる。この様に、本カメラ
では、いわゆるＴＴＬ方式の光学ファインダ構成のファインダ内表示装置となっている。
一方、主ミラー１２６は半透過ミラーであり、透過した一部の光束はサブミラー１２２を
通じて焦点検出手段である焦点検出ユニット１１９（ＡＦシステム１４はこれを含む）に
導かれ、周知の位相差検出方式の焦点検出動作が行われる。この焦点検出動作の結果等に
基づき、ＣＰＵ１０１は、レンズ駆動用モータなどを含むレンズ駆動部１３１を介して撮
影レンズ１０５の位置を制御する。。
【００２３】
また、１３０はシリコンフォトダイオードからなる測光センサである。測光手段である測
光センサ１３０は、ピント板１２８に結像した被写界像を測光レンズ１２９で測光センサ
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１３０のチップ上に２次結像させて被写界の輝度分布を検出する。ここで、測光センサ１
３０のチップ部は、適当数の測光領域に分割されており、各領域に対応した被写界の輝度
検出が可能である。更に、本実施例では、測光センサ１３０の回路部は、温度計が実装し
てあり、環境下におけるカメラの内部温度を検出可能な温度検出手段（温度検出部１５に
対応）にもなっている。
【００２４】
１１２は、ピント板１２８の近傍に配置された高分子分散液晶パネルからなる表示手段（
減光表示部１２に対応）であり、光学ファインダを覗いているカメラの撮影者に上記焦点
検出動作の状態表示を知らせる。ＰＮ液晶パネル１１２は、通常、透過（透明）状態にお
かれる。そして、焦点検出ユニット１１９の焦点検出の結果、合焦に至ったと判断された
焦点検出領域に対応したＰＮ液晶パネル１１２上の表示部のみが非透過（非透明）となっ
て、撮影者にピントの合った被写界位置を知らせることが可能となっている。また、この
とき、ＰＮ液晶パネル１１２上の表示部に対して光を照射する発光手段であるＬＥＤ１２
３（発光表示部１３に対応）が設けられている。このＬＥＤ照射光は導光プリズム１２４
を通じてＰＮ液晶パネル１１２へ照射される。すると、ＰＮ液晶表示パネル１１２上の非
透過となっている焦点検出領域表示部のみが、ファインダの観察者に光って見えることと
なる。
【００２５】
撮影者がレリーズスイッチを押すと、主ミラー１２６は撮影レンズ１０５の光路外に退避
する。一方、撮影レンズ１０５によって集光された被写界光はフォーカルプレーンシャッ
タ１３３でその光量制御がなされ、ＣＣＤ（撮像素子）１０６によって被写界像として光
電変換処理される。その後、撮影済み画像として記録メディアに記録されるとともに、Ｔ
ＦＴ外部表示部１１３に撮影画像の表示がなされる。
【００２６】
図２（ｂ）のフローチャートを用いて、本実施例の動作を説明する。ステップ２０１で、
カメラのＣＰＵは、焦点検出手段のＡＦシステム１４によるＡＦの動作が開始したかを監
視し、開始されるとステップ２０２でタイマー１８の時間tを０に初期化する。次に、ス
テップ２０３では、カメラのＣＰＵ内の演算部１７はＡＦシステム１４から合焦予測時間
t2を取得する。次に、ステップ２０４で、周囲温度Ｔを温度検出部１５より取得し、温度
Ｔに対応した、減光表示部１２のＰＮ液晶の状態１から状態２へ遷移する時間ta及び状態
１から状態３へ遷移する時間tbをメモリ内のＰＮ液晶特性テーブル１６より取得する。そ
して、t1=t2-taによりＰＮ液晶の駆動開始時間（第１のタイミング）t1を算出し、t3=t2+
tb-taにより発光表示部１３のＬＥＤを点灯させる時間t3を算出し、ステップ２０５へ進
む。ステップ２０５では、カメラのＣＰＵはタイマー１８の時間tがt1になるまで待機し
、t=t1となればステップ２０６へ進む。ステップ２０６で、制御部１９はＰＮ液晶の駆動
を開始する。ステップ２０７では、カメラのＣＰＵはタイマー１８の時間tがt2になるま
で待機し、t=t2（第２のタイミング）になったらステップ２０８へ進む。
【００２７】
ステップ２０８では、制御部１９は合焦したか否かの判定を行う。選択した焦点検出領域
において合焦したと判定されれば、そのままＰＮ液晶の非透過状態への駆動動作を続ける
。ステップ２０９で、カメラのＣＰＵはタイマー時間tがt3になるまで待機し、tがt3にな
ったらステップ２１０へ進む。ステップ２１０で、制御部１９はＬＥＤを点灯させ、焦点
検出領域をＰＮ液晶の非透過とＬＥＤ点灯により表示し、カメラの使用者に合焦したこと
を知らせる。
【００２８】
ステップ２０８において、合焦していないと判定されれば、制御部１９はステップ２１１
でＰＮ液晶を状態１へ遷移させるよう制御動作を行い、ステップ２０１へ戻る。以上が本
実施例による動作の説明である。なお、選択可能な焦点検出枠の個数や位置は上記実施例
の例に限定されない。また、ＰＮ液晶の状態１から状態３への駆動を続行させるかを判定
する時間は、ＬＥＤを駆動させる時間t3の一定時間前となる時間或いは時間t3と同じ時間
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であればよい。また、本実施例では、減光表示部としてＰＮ液晶を用い、発光表示部とし
てＬＥＤを用いたが、同様の特性を示す部材でもよい。
【００２９】
上記実施例を実施した時に得られる効果を図３を用いて説明する。ＰＮ液晶の状態１から
状態３への駆動を合焦判定と同タイミングで行う従来の方法（破線で示す）と比較して、
その一定時間前より駆動を開始させることにより、Δt3だけ早い時間でカメラの使用者に
合焦を知らせることができる。また、ＰＮ液晶の或る透過率の状態２の時点で状態３への
駆動を継続するかを判定することにより、合焦しなかった場合には焦点検出領域の表示を
回避することができる。
【００３０】
以上により、温度条件によらずファインダ視野内の表示エリアの表示方法が変化せず、低
温度下においても、合焦後の表示のタイムラグも短くできる。この様に、本実施例によれ
ば、焦点検出領域の表示部材（ＰＮ液晶など）の応答が悪い低温度の環境下でも、可能な
限り早い時間で焦点検出領域の表示を可能にするファインダ内表示装置を実現できる。
【符号の説明】
【００３１】
１～５　焦点検出枠（焦点検出領域）
１２、１１２　減光表示部
１３、１２３　発光表示部
１４、１１９　ＡＦシステム（焦点検出手段）
１５　温度検出部
１６　ＰＮ液晶特性テーブル（記憶部）
１７　演算部
１９　制御部
１０１　ＣＰＵ（演算部、制御部）
１０５　撮影レンズ（結像光学系）
１３０　測光センサ（温度検出部）
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